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NY マーケットレポート（2016 年 6 月 6 日） 
 

イエレン FRB 議長の講演を控えて様子見ムードも強く、序盤のドル円・クロス円は小動きの展開となった。その後は、原油価格

や欧米の株価が堅調な動きとなったことを受けて、堅調な動きとなる場面もあった。そして、イエレン米 FRB 議長が、講演で雇

用と物価が改善するなら緩やかな追加利上げが適切になるとの認識を示したことを受けてドルが買われたが、5 月の雇用減速に失

望したと表明したことに加えて、利上げの具体的なタイミングには触れなかったことからドル売りが出るなど、乱高下する動き

となった。その後は、先週末の雇用統計、イエレン FRB 議長の講演が終了したことで、前週からの下落に対する一服感も出て、

円売り・ドル買いが優勢となった。また、原油価格や株価、米国債利回りの上昇もドル円・クロス円の押し上げ材料となった。 

 

 
出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

21：00 

ドル/円 107.11  ユーロ/円 121.49  ユーロ/ドル 1.1343 

 

21：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 

英 FT100 6275.93 +66.30 
ダウ 

先物ミニ 
17832 +32 

仏 CAC40 4421.74 -0.04 
S&P 

500 ミニ 
2100.50 +2.75 

独 DAX 10109.33 +6.57 
NASDAQ 

 100 ミニ 
4515.50 +6.50 

出所：SBILM 

 

 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

5 月メキシコ消費者信頼感指数 90.9（予想 89.7・前回 88.9） 

 

 
出所：Bloomberg 
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22：10 

≪ 要人発言 ≫ 

ロックハート・アトランタ連銀総裁 

 

・「雇用統計､Brexit が辛抱強い姿勢を正当化」 

・「5月雇用統計、景気への見方変えず」 

・「今年の利上げ、2回予想派に私も属する」 

 

・「FOMC の政策行動、データ次第に」 

・「英国の EU 離脱決定となれば米国に影響波及も」 

・「FOMC は慎重で段階的な姿勢継続へ」 

 

 

22：39 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17857.60 +50.54 

ナスダック 4946.64 +4.13 

出所：SBILM 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

5 月米労働市場情勢指数 -4.8（予想 -0.8・前回 -3.4） 

前回発表の-0.9 から-3.4 に修正 

 

 

出所：Bloomberg 

 

指標結果データ 

≪労働市場情勢指数（LMCI）≫ 

             5 月・・4月・・3月・・2月・・1月・・12 月・・11 月 

労働市場情勢指数・・・・-4.8・・-3.4・・-3.0・・-2.4・・-1.3・・1.8・・2.6 
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23：30 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、欧州主要市場の株価上昇が好感され、幅広い銘柄で買いが広がった。前週末に発表された米雇用統計が冴えない内

容だった事を受けて米国の早期利上げ観測が後退し、緩和的な金融政策が当面続き、株式相場への資金流入を支えるとの見方も買いを

後押しした。 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）コンファレンスボード（全米産業審議会）が発表した 5 月の雇用トレンド指数は 126.81 と、前月比-1.34％となった。前年同月

比では+0.70％の上昇だった。4月の雇用トレンド指数は当初発表の 128.28 から 128.53 に上方修正された。コンファレンスボードのエ

コノミストは「雇用トレンド指数は引き続き低調で、就業者数の伸びが今後も緩やかなままであることを示唆している」と述べた。雇

用トレンド指数は、コンファレンスボード消費者信頼感指数の就労関連指数や週間失業保険給付申請件数など、雇用に関する 8 つの指

数を基に算出される。 

 

 

（2）5月の米労働市場状況指数（LMCI）」は-4.8 となり、2009 年 5月以来 7年ぶりの低水準となった。雇用の改善・悪化の境目になる

ゼロを 5 ヵ月連続で下回った。4 月は従来の-0.9 から-3.4 に、3 月は-2.1 から-3.0 へ下方修正され、2 月は-2.6 から-2.4 へ上方修正

された。同指数は労働市場関連統計を基に算出される。失業率と民間部門の雇用者数の比率が高く、このほか求人・労働移動統計、賃

金が含まれる同指数は労働省による毎月の雇用統計発表後の最初の営業日に公表される。 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6273.40 +63.77 

仏 CAC40 4423.38 +1.60 

独 DAX 10121.08 +17.82 

ストック欧州 600 指数 342.41 +1.12 

ユーロファースト 300 指数 1344.19 +4.72 

スペイン IBEX35 指数 8823.50 +21.90 

イタリア FTSE MIB 指数 17625.00 +129.91 

南ア アフリカ全株指数 53990.76 -268.60 

出所：SBILM 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、原油価格の上昇が投資家心理を支え、主要株価は堅調な動きとなった。ただ、イエレン米 FRB 議長の講演を控えて様

子見ムードも広がり、やや限定的な動きとなった。  
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出所：Bloomberg 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17918.69（+111.63）、S&P500 2110.10（+10.97） ナスダック 4963.93（+21.41) 

 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、イエレン FRB 議長の講演を控えて、一旦利益を確定する売りが先行した。米国株の大幅上昇で投資家

のリスク志向が回復したことも、安全資産とされる米国債の売りを促した。 

 

午前の利回りは、30 年債が 2.54％（前週末 2.51％）、10 年債が 1.73％（1.70％）、7年債が 1.53％（1.50％）、5年債が 1.26％（1.23％）、

3年債が 0.94％（0.91％）、2年債が 0.81％（0.77％）。 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

①英国での最新の世論調査で、EU 離脱を支持する人の割合が上昇し、残留支持者を上回ったことが分かった。ＹｏｕＧｏｖの調査結果

では、EU 離脱を支持する人の割合が 45％と、残留を支持する人の 41％を上回り、態度未定は 11％となった。調査会社 TNS の調査結

果では、EU 離脱支持が 43％となり、残留支持の 41％を上回り、態度未定は 16％だった。調査会社 ICM の英国民へのオンライン世論

調査によると、欧州連合（EU）離脱を支持する割合が 48％、残留支持が 43％となった。先週の ICM 調査では離脱 47％、残留 44％だ

った。 

 

②英国のオズボーン財務相は、EU から離脱すれば北アイルランドとアイルランド共和国の国境検問を復活せざるを得ないと警告した。

英国の北アイルランドとアイルランド共和国はアイルランド島で国境を接しており、現在は自由な行き来が可能となっているが、英

国が EU を離脱すれば検問が必要になると指摘。これにより、アイルランドへ輸出される年間 36 億ポンド（52 億ドル）のモノやサー

ビスに影響が出ることは避けられないという。これは、北アイルランドの輸出全体の 37％に該当する。オズボーン財務相は、北アイ

ルランドでの EU 残留キャンペーン開催を控えて「EU 離脱推進派は、このようなこと（検問復活）は起きないと示唆しているが、ど

う考えても国民に対して正直とは言えない」との声明を公表した。 

 

③EU 離脱の是非を問う英国の国民投票が迫る中、英銀大手が投票後の顧客対応策を本格化させている。リテール、および中小企業の顧

客から多くの質問が寄せられると見込んでおり、回答の仕方などの社員教育を徹底している。離脱、残留の双方の結果について、顧

客からの想定質問への対応の仕方を社員に指導し始めた。とりわけ EU 離脱を決めた場合の為替リスクへの対応について、具体的なや

り取りのマニュアルを作成し重点的に取り組んでいるという。ポンド急落へのヘッジを行なっていない小規模会社がこうした支援を

特に必要としている可能性がある。また、ある銀行では離脱を決めた場合、住宅ローンの負担が増すのか、欧州の留学生や投資に影

響が出るのかなどの質問が想定されているという。 
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1：30 

≪ 要人発言 ≫ 

イエレン FRB 議長 

 

・「5月雇用統計は期待に及ばず、気がかりだ」 

・「労働市場のスラック解消は近いと確信」 

・「世界経済のリスク、引き続き注視が必要」 

 

・「条件合えば緩やかな利上げが適切になる可能性高い」 

・「米経済、前向きな力が後ろ向きの展開を上回る」 

・「英国の EU 離脱決定、著しい波紋呼ぶ可能性」 

 

・「現在の金融政策スタンスはおおむね適切」 

・「国外の逆風が弱まっていると慎重ながら楽観」 

・「雇用統計、賃金の伸びがようやく上向いた可能性示唆」 

 

 

≪ポイント≫  

 

格付け会社の S＆P グローバル・レーティングは、南アフリカの経済が近くリセッションに陥るとは予想していないとする一方、12 月

に格下げを回避するには、経済改革の実行が必要になると警告した。S＆P は、南アの格付けを投資適格級で最低となる「BBB－」で据

え置き、見通しは「ネガティブ（弱含み）」とした。ただし、経済成長率見通しは従来の 1.6％から 0.6％に下方修正した。また、政局

混乱が経済の足を引っ張る可能性を懸念しているとし、8 月 3 日の地方選挙を前に緊張が高まる見通しと分析した。2015 年の南アの成

長率は 1.3％。自国通貨下落や消費需要の低迷、インフレ率上昇が圧迫要因となり、主要産業がマイナス成長だった。 

 

 

ECB 公的部門購入プログラム 

           6 月 3日・5月 27 日・5月 20 日・5月 13日・5月 6日・4月 29 日  

公的部門・・・・・・・・8170.2・・7994.3・・7801.3・・7632.2・・7462.9・・7265.2 

資産担保証券 ABS・・・・ 191.6・・ 190.9・・ 190.9・・ 189.5・・ 189.3・・ 190.4  

カバード債・・・・・・・1783.6・・1773.9・・1762.1・・1753.0・・1740.0・・1722.5 

（億ユーロ） 

 

 

4：20  

NY 金は、中心限月が前日比 4.50 ドル高の 1オンス＝1247.40 ドルで取引を終了した。 

 

 

 

4：30 

NY 原油は、中心限月が前日比 1.07 ドル高の 1バレル＝49.69 ドルで取引を終了した。 

 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1247.40 +4.50 

NY 原油 49.69 +1.07 

出所：SBILM 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、米 FRB が来週の会合で追加利上げを見送るとの観測が、引き続き相場を支えた。イエレン FRB 議長が講演で、雇用と物価が

改善するなら緩やかな利上げが適切との考えを示したことで、相場の上げ幅が縮小する場面もあった。 
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出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、武装勢力による石油関連施設への攻撃が続くナイジェリアで原油生産が落ち込んでいることが材料視された。ただ、ドル

が一時、対ユーロなどで上昇したことにつられてドル建ての原油の割高感から売られる場面もあった。 

 

 
出所：Bloomberg 

 

 



 
                                           

8 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17920.33 +113.27 17949.68 17822.81 

S&P500 種 2109.41 +10.28 2113.36 2100.73 

ナスダック 4968.71 +26.20 4980.14 4944.87 

出所：SBILM 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、欧州主要市場の株価上昇が好感され、幅広い銘柄で買いが広がった。また、前週末に発表された米雇用統計が冴えない

内容だった事を受けて米国の早期利上げ観測が後退し、緩和的な金融政策が当面続き、株式相場への資金流入を支えるとの見方も買い

を後押しした。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 107.59  107.66  106.85  

EUR/JPY 122.21  122.33  121.47  

GBP/JPY 155.54  155.66  154.16  

AUD/JPY 79.29  79.35  78.79  

NZD/JPY 74.54  74.62  74.15  

EUR/USD 1.1361  1.1393  1.1327  

AUD/USD 0.7371  0.7380  0.7338  

出所：SBILM 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、注目されたイエレン FRB 議長の講演での発言が強弱まちまちの内容となったことから、一時乱高下する場面もあった。

その後は、先週末の大幅な下落に対する一服感などから値を戻す動きとなった。また、原油価格や株価が堅調な動きとなったことも影

響した。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

出所：Bloomberg 
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提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容につい

ては万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害に

ついても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


